
 

 

 

 

 

 

 

■複数公園の一体的再整備における方針策定 
 プロセス -長崎市横尾地区の9公園を対象に- 

（文責）長崎大学 石橋知也 
 
１．はじめに 
国土交通省は、供用開始から30年以上経過する都
市公園が2031年度には約7割を占める見込みである
と指摘している 1)。そのため、全国の大多数の都市

公園において、大幅な更新作業が必要となる。しか

し、我が国の人口は2012年度以降、減少を続けてい
ることから、使われないあるいは維持管理がなされ

ない公共空間が増加している 2)。これらを受けて、

国土交通省は 2016 年度に都市機能の向上に着目し
た都市公園ストック再編の推進などの対応策を打ち

出した 1)。これに伴い、幾つかの地方自治体におい

て、公園再整備の動きが見られる。例えば、北九州

市では、一つの小学校区内に存在する供用開始から

30年以上が経過した街区公園を対象として、一体的
な再整備事業が実施されている 3)。すなわち、複数

公園を一体的に再整備することの重要性が高まって

きていると言える。 
長崎市の横尾地区では、前述した北九州市と類似

した公園再整備事業に取り組んでいる。同地区の公

園は 1980年頃に供用されて以降、40年以上が経過
しており、求められる機能の変化や設備の老朽化が

確認されている。加えて、同地区の年少人口が1990
年のピーク時に比べて、3 割ほど減少している。こ
れらの状況を受けて、現在の利用者のニーズに合わ

せた機能再編などが求められている。 
本稿では、長崎市横尾地区都市公園機能再編事業

（以下、本事業）を対象に、本事業の整備方針策定

にかかわるワークショップ（以下、WS）プロセス
を概説し、2022年度の本事業の成果を報告する。 

 
２．横尾地区公園再整備事業の概要 
2.1 長崎市横尾地区の概要 
本事業の対象地である横尾地区は、長崎市横尾 1
丁目から5丁目よりなる。2001年度人口は約七千人
に対し、2021年度人口は約五千三百人であり減少傾
向にある。同地区には、多くの戸建て住宅に加えて、

公務員アパートや市営住宅などが点在しており、長

崎市のベッドタウンともいえる。また、小学校、中

学校が一つずつ存在し、地域が小・中学校と連携し

て「横尾まつり」や「横尾だんじり（伝統行事）」な

どを行なっている。 
2.2 対象とする9公園の概況と長崎市の方針 

本事業の対象となる公園は、猿田、山の木、上横

尾緑地、築廻、秋寄、滑石3丁目中、滑石3丁目下、
横尾元村、横尾である。9 公園の位置と写真を図 1

に示す。上横尾緑地を除き街区公園であり、9 公園
は全て併用開始から40年以上が経過しており、秋寄

と滑石3丁目中以外ではトイレ、遊具、ベンチなど

の設備の老朽化が確認された。各公園にはブランコ

または滑り台が存在し、遊具を中心とした同様の機
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図1 横尾地区の公園の位置と写真 



能が備わっている状況である。前述したとおり、上

記9公園では、施設の老朽化や少子高齢化により、

利用者のニーズに施設の機能がうまく合わなくなり

つつある。特に同地区では、よく使われる公園と使

われない公園がみられる。そこで同地区を中心とし

た市民が公園を利用しやすくなることをめざし、長

崎市は同地区の9公園の機能や設備を再編すること
を企画し、WSを通じて4〜5年計画で公園全体の再

整備を達成することを目標に掲げている。 
2.3 関係主体の体制と役割 
 本事業の関係主体の体制を図2に示す。本事業は、

長崎市中央総合事務所地域整備 1 課（市）、NPO 法

人景観整備機構（機構）、任意団体ファシリY氏（Y
氏）、長崎大学環境計画研究室（大学）、地域住民の

協同で実施している。なお、市、機構、Y 氏、大学

からなる組織を事務局（図2中の着色部）と呼ぶ。 
 
３．横尾地区都市公園機能再編事業のプロセス 
 本事業では、2022年度において全5回のWSに加
えて、第3回WSへの情報共有を目的とした全5回
の小学校WS、全 2 回の中学校WSが開催された。

各回のWSの参加者数は概ね 30 名であった。以下

に、2022年度の取り組みを概説する。 
3.1 第1回WS（2022年6月実施） 

 横尾小学校区コミュニティ連絡協議会からWSの
目的や地区の現状と将来像、住民の地区運営に関す

る取組みなどの説明がなされた。市から公園の役割

などの説明がなされた。参加者間で各班に振り分け

られた3公園の「良い点」「気になる点」「改善点」

について話し合った結果、秋寄や築廻などに意見が

集中し、横尾元村、滑石3丁目下および中では「知

らない」「わからない」の意見が数件見られた。 
3.2 第2回WS（2022年9月実施） 

 Y 氏から、前回の振り返りや今回の進め方などに

ついて説明がなされた。参加者間で「将来どんな公

園にしたいか」との設問に対して意見を出し合った。

「見通しがよく安心安全な公園」「子どもが遊べるよ

うに遊具を新しくする」などの意見が出た。また「川

などの水を使った癒しや遊びを展開する」「世代別に

公園の役割を振り分けるべき」といった公園ごとの

役割分担に関する意見なども多数出た。その後、大

学はコンセプト案の意味や作成する際の要点、他都

市の公園のコンセプト作成例などを参加者に説明し

た。その内容や上記意見を基に、参加者で横尾地区

の公園全体のコンセプト仮案を考えた。コンセプト

仮案については「多世代で使える公園づくり」「地域

で見守り育てる安心安全な公園」など計15件出され
た。最後にワーク（WS における参加者の作業内容

を指す）において検討した横尾地区全体における将

来の公園の理想像とコンセプト仮案を参加者間で発

表及び共有した。発表では「子どもからお年寄りま

でがつながる」「多世代交流」といった世代間のつな

がりを重視したものや「子どもが遊べる」「様々な世

代に対応した遊具設備」など子どもの成長を重視し

た意見、「公園の役割を仕分けする」とした公園の機

能分担に関する意見などが確認された。 
3.3 第3回WS（2022年10月実施） 

 Y氏から小・中学校WSの結果が説明された。小

学生は「自分たちが使いたい理想の公園」について、

中学生は「大人になっても使いたい公園」について

それぞれ別のWSで検討してもらった。次に、大学

から各公園のリニューアル計画の方針のたたき台と

課題、4つのコンセプトと 1つの統括コンセプトが

提示された。その後、ワーク前半において各公園の

方針のたたき台と課題について意見を出し合った。

ここでは、方針、課題を変更するような意見はあま

り確認されなかった。また、項目ごとに貼られた付

箋の数や赤線で強調されていることから、それぞれ

の重要度に差がみられることが確認された。ワーク
図2 関係主体の体制と役割 



後半では、4つのコンセプトと 1つの統括コンセプ

トについて意見を出し合った。ここでは、コンセプ

ト案を修正、加筆する意見が主にみられた。最後に、

ワークで検討した方針、課題、コンセプト案に対し

て出された意見について発表及び共有がなされた。 

3.4 第4回WS（2022年12月実施） 

 これまでの3回のWSでは、グループワークを実

施してきたが、今回は個人ワークとした。第一のワ

ークでは、各公園の整備案について参加者がよく知

っている公園を選び、提示された整備項目に対して

代替案を示す意見や疑問に関する意見などを出した。

第二のワークでは、参加者からの意見などに対して

整備計画案に載せるかどうかを賛否表明のシールで

仕分けてもらった。第三のワークでは、コンセプト

案と方針、方針と整備項目がそれぞれ対応している

か確認した。結果として、概ね提示した方針がコン

セプトと対応していることが確認された。また、滑

石3丁目下の「遊具を撤去し眺望に特化すべき」と

いった詳細な整備に関する意見も確認された。山の

木・上横尾の「トイレを改修すべき」や横尾の「防

火水槽の地中化」といった要望意見もみられた。 

3.5 第5回WS（2023年3月実施） 

 2022年度の全ての取り組みを総括し、次年度以降

の各公園の再整備を具体的に進めていくための方針

が確認され、参加者全体で共有された。 

 
４．本事業の成果 
 本事業では、第5回WSまでの検討を通じて、地

区全体の9つの公園を一体的に再整備する際の考え

方をコンセプトとして整理できた。すなわち、1）多
世代で集える・楽しめる・健康になれる公園、2）地
域で見守る・育てる・安心安全な公園、3）自然の魅

力に触れる憩いの公園、4）管理しやすい・非日常に

も対応できる公園、という4つのコンセプト、さら

にこれを統括する「9 公園の各役割の整理ならびに

横尾地区一体での公園の連携」というコンセプトで

ある。各公園の整備方針と4つのコンセプトの対応

関係は表1に示すとおりであり、各公園は必ず1つ
以上のコンセプトを含んでいる。 
さらに、各公園の具体的な整備につながる方針を

一覧でき、地区全体を「ひとつの公園」として捉え

るという統括コンセプトを踏まえた、各公園の役割

並びに設備・機能を示した全体マップ（図 3）を作

成するに至った。 
まず、この全体マップでは、各公園の整備方針を

朱色文字で示し、その公園が保有する、あるいは今

後求められる設備・機能をピクトグラムで表現して

いる。また、各公園への徒歩での所要時間を茶色の

矢印で示し、各公園間の設備・機能をどのように補

っているのかを紺色の文字と矢印で説明している。 
次に、全体マップの考え方について述べる。例え

ば、上横尾では、WSにて「樹木の剪定」「どこから

でも入りやすいようにしてほしい」などの意見が散

見された。検討の結果、整備方針を「横尾の自然を

体感できる空間」とし、スロープ機能などを付加し

た。一方、上横尾では「駐車場機能」「遊具の新設」

を望む意見なども見られたものの、「十分な敷地がな

いこと」「維持管理体制の難しさ」「遊具があまり使

われていない現状」などを勘案し、上横尾から徒歩

6 分の場所に位置する山の木にて上記機能を補うこ

ととした。また、横尾元村では、WS にて「花壇の

整備」「地域のオアシス的な場所」などの意見が確認

された。検討の結果、整備方針を「自然を楽しみな

がら休憩できる空間」とし、花壇の整備やベンチの

改修などを実施することとなった。他方、横尾元村

では「トイレの新設」を望む意見が多数確認された

が「トイレを設置するための敷地が十分に確保でき

ないこと」などを考慮し、徒歩5分の場所に位置す

る秋寄にて上記機能を補うこととした。このように

各々の公園の役割を適切に見極めて、隣接する公園

との位置関係を踏まえながら整備方針と機能を再配

表1 コンセプトと各公園の対応関係 

公園名
$%多世代)集+
,-楽/0,-健康
345,公園

6%地域)見守,;
育=,-安心安全
4公園

A%自然D魅力3
触5,憩ID公園

J%管理/MNI-
非日常3R対応)
U,公園

$%猿田 X Y Y X

6%山D木 Y Y X X

A%上横尾 X X Y X

J%築廻 Y X X Y

a%秋寄 Y X X Y

d%滑石A丁目中 X X Y X

j%滑石A丁目下 Y X X X

l%横尾元村 Y Y Y X

o%横尾 Y Y Y X

統括%o公園D各役割D整理4vw3横尾地区一体)D公園D連携



置するに至った。 
加えて、図4に示したよ

うに、各WS内容に合わせ

て、事務局案の提示方法や

参加者の担当する公園の選

定方法、グループファシリ

テーターと参加者の配置、

個別の公園の議論と地区全

体の議論の行き来の仕方を

変化させるといったWS運

営上の工夫を行なった。横

尾地区は元々地域づくりに

ついて積極的に話し合いが

もたれていた地区であった

ことに加えて、上記工夫が

奏功して、各WSでは熱心

な議論が重ねられ、参加者

には自分のこととして公園

の再整備の方針検討に関与

いただくことができたもの

と推察する。 
 
５．おわりに 

 本事業は現在も継続中で

ある。2023年度には山の木

と横尾元村の、2024年度に
は築廻と滑石3丁目中の施

工に向けた設計案への意見

収集や検討（第6−8回WS）
がなされている。 
 本事業を対象に参与観察

の立場から分析した研究成

果 4）は一部報告済みである。 
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